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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影対象物に固定または近接して配置され、前記撮影対象物を特定する情報が記憶され
た設置型情報記録媒体、及び前記撮影対象物を撮影し、前記設置型情報記録媒体から前記
撮影対象物を特定する情報を読み取ることが可能な携帯機器を備えた画像記録システムで
あって、
　前記携帯機器が撮影を行う前に前記携帯機器が前記設置型情報記録媒体から読み取った
情報と、その撮影の後に前記携帯機器が前記設置型情報記録媒体から読み取った情報とが
一致するか否かを判定することによって、前記携帯機器により撮影が行われた画像が、前
記携帯機器により前記設置型情報記録媒体から読み取られた情報が特定する撮影対象物を
撮影したものであるか否かを判定する判定手段と、
　前記撮影対象物を特定する情報と前記撮影対象物に関する情報とを関連付けて記憶する
情報記憶手段と、
　前記判定手段によって、前記携帯機器により撮影が行われた画像が、前記携帯機器によ
り前記設置型情報記録媒体から読み取られた情報が特定する撮影対象物を撮影したもので
あると判定された場合、前記情報記憶手段に記憶された前記撮影対象物を特定する情報の
うち、前記携帯機器が読み取った前記撮影対象物を特定する情報に一致する情報を検索す
るとともに、該検索した情報に関連付けられている前記撮影対象物に関する情報を前記携
帯機器が撮影した画像に刻印する刻印手段と、
　前記刻印手段によって情報が刻印された画像を記憶する画像記憶手段とを有することを



(2) JP 5467308 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

特徴とする画像記録システム。
【請求項２】
　前記携帯機器と無線通信を介して接続されたサーバをさらに備えた請求項１に記載の画
像記録システムであって、
　前記携帯機器は、前記判定手段を構成すべく、前記携帯機器が撮影を行う前に前記携帯
機器が前記設置型情報記録媒体から読み取った情報と、その撮影の後に前記携帯機器が前
記設置型情報記録媒体から読み取った情報とが一致するか否かを判定することによって、
前記携帯機器により撮影が行われた画像が、前記携帯機器により前記設置型情報記録媒体
から読み取られた情報が特定する撮影対象物を撮影したものであるか否かを判定するとと
もに、前記画像が、前記情報が特定する撮影対象物を撮影したものであると判定した場合
に、前記撮影対象物を特定する情報と撮影した画像とを無線通信を介して前記サーバに送
信し、
　前記サーバは、前記情報記憶手段を構成すべく、前記撮影対象物を特定する情報と前記
撮影対象物に関する情報とを関連付けて記憶し、さらに前記刻印手段を構成すべく、前記
情報記憶手段に記憶された前記撮影対象物を特定する情報のうち、前記携帯機器から受信
した前記撮影対象物を特定する情報に一致する情報を検索し、検索した情報に関連付けら
れた前記撮影対象物に関する情報を前記携帯機器から受信した画像に刻印し、さらに前記
画像記憶手段を構成すべく、前記撮影対象物に関する情報である前記撮影対象物に関連付
けられている作業内容を示す情報が刻印された画像を記憶することを特徴とする画像記録
システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の画像記録システムであって、
　前記携帯機器は、前記判定手段を構成すべく、前記携帯機器が撮影を行う前に前記携帯
機器が前記設置型情報記録媒体から読み取った情報と、その撮影の後に前記携帯機器が前
記設置型情報記録媒体から読み取った情報とが一致するか否かを判定することによって、
前記携帯機器により撮影が行われた画像が、前記携帯機器により前記設置型情報記録媒体
から読み取られた情報が特定する撮影対象物を撮影したものであるか否かを判定し、前記
情報記憶手段を構成すべく、前記撮影対象物を特定する情報と前記撮影対象物に関する情
報とを関連付けて記憶し、前記刻印手段を構成すべく、前記判定手段によって前記画像が
前記情報が特定する撮影対象物を撮影したものであると判定された場合、前記情報記憶手
段に記憶された前記撮影対象物を特定する情報のうち、前記携帯機器が読み取った前記撮
影対象物を特定する情報に一致する情報を検索するとともに、検索した情報に関連付けら
れている前記撮影対象物に関する情報を前記携帯機器が撮影した画像に刻印し、前記画像
記憶手段を構成すべく、前記刻印手段によって情報が刻印された画像を記憶することを特
徴とする画像記録システム。
【請求項４】
　前記携帯機器は、前記撮影対象物を撮影する携帯型撮影機器と、前記設置型情報記録媒
体から前記撮影対象物を特定する情報を読み取ることが可能な携帯型リーダ機器とから構
成されていることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の画像記録システ
ム。
【請求項５】
　前記携帯機器は、前記撮影対象物を撮影する携帯型撮影機器と、前記設置型情報記録媒
体から前記撮影対象物を特定する情報を読み取ることが可能な携帯型リーダ機器とが一体
化された機器から構成されていることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記
載の画像記録システム。
【請求項６】
　前記携帯機器の所持者を特定する情報が記憶された携帯型情報記録媒体をさらに備え、
前記設置型情報記録媒体には前記撮影対象物としての工事部位を特定する情報が記憶され
、前記携帯機器が、前記設置型情報記録媒体及び前記携帯型情報記録媒体のそれぞれから
情報を読み取ることが可能な請求項１に記載の画像記録システムであって、
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　前記情報記憶手段は、前記工事部位を特定する情報と、前記工事部位に対する作業内容
を示す情報と、前記工事部位に対する作業を行う作業者を特定する情報とを互いに関連付
けて記憶し、
　前記刻印手段は、前記情報記憶手段に記憶された前記工事部位を特定する情報及び前記
作業者を特定する情報のうち、前記携帯機器が読み取った前記工事部位を特定する情報及
び前記所持者を特定する情報に一致する情報を検索するとともに、検索した情報に関連付
けられた前記作業内容を示す情報を前記携帯機器が撮影した画像に刻印することを特徴と
する画像記録システム。
【請求項７】
　撮影対象物に固定または近接して配置され、前記撮影対象物を特定する情報が記憶され
た設置型情報記録媒体、及び前記撮影対象物を撮影し、前記設置型情報記録媒体から前記
撮影対象物を特定する情報を読み取ることが可能な携帯機器を用いた画像記録方法であっ
て、
　前記携帯機器が撮影を行う前に前記携帯機器が前記設置型情報記録媒体から読み取った
情報と、その撮影の後に前記携帯機器が前記設置型情報記録媒体から読み取った情報とが
一致するか否かを判定することによって、前記携帯機器により撮影が行われた画像が、前
記携帯機器により前記設置型情報記録媒体から読み取られた情報が特定する撮影対象物を
撮影したものであるか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップで前記画像が前記情報が特定する撮影対象物を撮影したものであると
判定された場合、前記撮影対象物を特定する情報と前記撮影対象物に関する情報とが関連
付けられたテーブルの中から、前記携帯機器が読み取った情報に一致する前記撮影対象物
を特定する情報を検索するとともに、該検索した情報に関連付けられている前記撮影対象
物に関する情報を前記携帯機器が撮影した画像に刻印する刻印ステップと、
　前記刻印ステップで情報が刻印された画像を記憶する画像記憶ステップとを有すること
を特徴とする画像記録方法。
【請求項８】
　携帯機器の所持者を特定する情報が記憶された携帯型情報記録媒体をさらに用い、前記
設置型情報記録媒体には前記撮影対象物としての工事部位を特定する情報が記憶され、前
記携帯機器が、前記設置型情報記録媒体及び前記携帯型情報記録媒体から、それぞれ前記
所持者を特定する情報及び前記工事部位を特定する情報を読み取ることが可能な請求項７
に記載の画像記録方法であって、
　前記刻印ステップでは、前記工事部位を特定する情報と、前記工事部位に対する作業内
容を示す情報と、前記工事部位に対する作業を行う作業者を特定する情報とが互いに関連
付けられたテーブルの中から、前記携帯機器が読み取った情報に一致する前記作業者を特
定する情報及び前記作業内容を示す情報を検索するとともに、検索した情報に関連付けら
れた前記作業内容を示す情報を前記携帯機器が撮影した前記工事部位の画像に刻印するこ
とを特徴とする画像記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像記録システムに関する。より詳しくは、携帯機器によって撮影された画
像を記録するための画像記録システム及び画像記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築工事や土木工事が実施される際には、工事の品質確認や実施確認のために、デジタ
ルカメラやスチールカメラによって工事の状況を撮影した工事写真を工事発注者に提出す
ることが行われている。工事写真を撮影する際には、いつ、誰が、どのような工事を行っ
たのかを証拠として残すために、施工日付、施工業者、工事内容などを記した黒板を工事
写真に写し込むことが行われている。
【０００３】
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　また工事写真の整理や工事進捗管理を容易にすることなどを目的として、特許文献１～
４には、工程データや設計図面データなど工事に関する情報を、工事写真データに刻印し
たり、或いは工事写真データと関連付けて保存することが開示されている。そのうち特許
文献１では、携帯電話器などの携帯機器によって、建材の撮影を行うとともに、ＩＣタグ
に記憶された建材に関する情報を読み取って撮影画像に刻印することが開示されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２９３０５１号公報
【特許文献２】特開２００７－１６４７４１号公報
【特許文献３】特開２００１－３４９０５９号公報
【特許文献４】特開２００２－２８８２７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで上述のように黒板を用いる場合には、故意或いは過失で黒板に虚偽の内容が記
載された状態で撮影が行われることで、誤った情報が撮影画像に刻印される虞れがある。
また写真撮影のために、「黒板を持つ人」と「写真を撮影する人」の２人が必要となるた
め、施工作業が頻繁に中断し得る。
【０００６】
　また特許文献１では、画像に刻印される情報の改ざん防止を図るべく、情報の情報記録
媒体としてＩＣタグを用いているが、建材の撮影とＩＣタグの読み取りとを携帯機器によ
って行っていることに起因して、画像の捏造が行われる虞れがある。すなわち、携帯機器
の所持者が、第１の建材に付されたＩＣタグの読み取りを行ってから別の場所に移動して
第２の建材の撮影を行なった場合、画像中に映し出された建材は第２の建材であるにも関
わらず、画像中に刻印された情報は第１の建材に関するものとなる。この結果、画像中に
映し出された第２の建材は、第１の建材であると誤って認識される。
【０００７】
　本発明はこうした状況に鑑みてなされたものであり、その目的は、携帯機器によって撮
影された画像を記録するための画像記録システム及び画像記録方法であって、刻印情報に
誤りのある画像が記録されることを防止可能な画像記録システム及び画像記録方法を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の第１の観点に係る画像記録システムは、撮影対象物
に固定または近接して配置され、前記撮影対象物を特定する情報が記憶された設置型情報
記録媒体、及び前記撮影対象物を撮影し、前記設置型情報記録媒体から前記撮影対象物を
特定する情報を読み取ることが可能な携帯機器を備えた画像記録システムであって、前記
携帯機器が撮影を行う前に前記携帯機器が前記設置型情報記録媒体から読み取った情報と
、その撮影の後に前記携帯機器が前記設置型情報記録媒体から読み取った情報とが一致す
るか否かを判定することによって、前記携帯機器により撮影が行われた画像が、前記携帯
機器により前記設置型情報記録媒体から読み取られた情報が特定する撮影対象物を撮影し
たものであるか否かを判定する判定手段と、前記撮影対象物を特定する情報と前記撮影対
象物に関する情報とを関連付けて記憶する情報記憶手段と、前記判定手段によって、前記
携帯機器により撮影が行われた画像が、前記携帯機器により前記設置型情報記録媒体から
読み取られた情報が特定する撮影対象物を撮影したものであると判定された場合、前記情
報記憶手段に記憶された前記撮影対象物を特定する情報のうち、前記携帯機器が読み取っ
た前記撮影対象物を特定する情報に一致する情報を検索するとともに、該検索した情報に
関連付けられている前記撮影対象物に関する情報を前記携帯機器が撮影した画像に刻印す
る刻印手段と、前記刻印手段によって情報が刻印された画像を記憶する画像記憶手段とを
有することを特徴とする。
【０００９】
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　また、本発明の第２の観点に係る画像記録方法は、撮影対象物に固定または近接して配
置され、前記撮影対象物を特定する情報が記憶された設置型情報記録媒体、及び前記撮影
対象物を撮影し、前記設置型情報記録媒体から前記撮影対象物を特定する情報を読み取る
ことが可能な携帯機器を用いた画像記録方法であって、前記携帯機器が撮影を行う前に前
記携帯機器が前記設置型情報記録媒体から読み取った情報と、その撮影の後に前記携帯機
器が前記設置型情報記録媒体から読み取った情報とが一致するか否かを判定することによ
って、前記携帯機器により撮影が行われた画像が、前記携帯機器により前記設置型情報記
録媒体から読み取られた情報が特定する撮影対象物を撮影したものであるか否かを判定す
る判定ステップと、前記判定ステップで前記画像が前記情報が特定する撮影対象物を撮影
したものであると判定された場合、前記撮影対象物を特定する情報と前記撮影対象物に関
する情報とが関連付けられたテーブルの中から、前記携帯機器が読み取った情報に一致す
る前記撮影対象物を特定する情報を検索するとともに、該検索した情報に関連付けられて
いる前記撮影対象物に関する情報を前記携帯機器が撮影した画像に刻印する刻印ステップ
と、前記刻印ステップで情報が刻印された画像を記憶する画像記憶ステップとを有するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、前記携帯機器による撮影画像が、前記携帯機器により前記設置型情報
記録媒体から読み取られた情報が特定する撮影対象物を撮影したものでない場合には、前
記撮影画像は、画像記憶手段に記憶されることがない。よって、前記画像記憶手段に記憶
される画像は、前記読み取られた情報が特定する工事部位が撮影されたものとなる。そし
て、前記画像記憶手段に保管される画像には、前記読み取られた情報と前記情報記憶手段
において関連付けられた撮影対象物に関する情報が刻印されることから、情報記憶手段に
おける情報の関連付けが正確に行われることで、刻印情報に誤りがある画像が画像記憶手
段に記憶されることが防止される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
＜実施の形態１＞
　以下、この発明の実施の形態１について図面を参照しながら詳細に説明する。なお、図
中同一または相当部分には同一符号を付し、その説明は繰り返さない。図１は、実施の形
態１における画像記録システム１の全体構成を示す図である。
【００１２】
　画像記録システム１は、携帯機器２と、サーバ３と、携帯型情報記録媒体４と、設置型
情報記録媒体５とを含んでいる。携帯機器２と携帯型情報記録媒体４とは工事現場で作業
を行う作業者によって所持され、サーバ３は工事現場から離れて位置する事務所に配置さ
れ、設置型情報記録媒体５は工事現場における工事部位毎に設けられて、それぞれ対応す
る工事部位に固定されている。
【００１３】
　携帯型情報記録媒体４は、ＲＦＩＤ（Radio Frequency Identification）タグによって
構成され、携帯型情報記録媒体４には、作業者を特定する作業者ＩＤ１２が書き込まれて
いる。
【００１４】
　各設置型情報記録媒体５は、携帯型情報記録媒体４と同様にＲＦＩＤタグによって構成
され、各設置型情報記録媒体５には、それぞれ対応する工事部位を特定する工事部位ＩＤ
１４が書き込まれている。
【００１５】
図２は、建造物の基礎部分８に固定された設置型情報記録媒体５を示しており、図２に示
す設置型情報記録媒体５には、基礎部分８を特定する工事部位ＩＤ１４が記憶されている
。
【００１６】
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　携帯機器２は、別体である携帯型撮影機器６と携帯型リーダ機器７とから構成されてい
る。
【００１７】
　携帯型撮影機器６は、工事部位を撮影するために作業者に所持されるものであって、デ
ジタルカメラ、デジタルカメラ機能付き携帯電話機によって構成され、Bluetoothや赤外
線などの無線通信或いはメモリ媒体により、撮影した画像を携帯型リーダ機器７に送信す
る。
【００１８】
　図３は、携帯型撮影機器６が建設物の基礎部分８を撮影している状態を示している。携
帯型撮影機器６は、テンキーなどの操作部１０を有しており、この操作部１０からの入力
操作が行われることで、撮影したり、撮影した画像を携帯型リーダ機器７に送信する。
【００１９】
　携帯型リーダ機器７は、ＩＣタグリーダ/ライタ、 ＩＣタグリーダ/ライタ付きＰＤＡ
（Personal Digital Assistant）、 ＩＣタグリーダ/ライタ付き携帯電話機、ＩＣタグリ
ーダ/ライタ付きＰＣ（PersonalComputer)によって構成され、携帯型情報記録媒体４や設
置型情報記録媒体５に記憶されたデータを無線通信により読み込み、また無線通信による
インターネット接続を介してサーバ３にデータを送信する。
【００２０】
　図４は、携帯型リーダ機器７が携帯型情報記録媒体４からデータを読み込んでいる状態
を示し、図５は、携帯型リーダ機器７が設置型情報記録媒体５からデータを読み込んでい
る状態を示している。携帯型リーダ機器７は、各種情報の表示が可能な表示面１１を有し
ており、表示面１１に設けられたタッチパネルから入力操作が行われることで、携帯型情
報記録媒体４や設置型情報記録媒体５からデータを読み込んだり、サーバ３にデータを送
信する。
【００２１】
　サーバ３は、各種情報を記憶可能な記憶部（図示せず）を有しており、記憶部には、工
事の工程を示すテーブル９が記憶されている。図６は、サーバ３に記憶されたテーブル９
を示している。テーブル９には、工事現場の各工事部位を特定する工事部位ＩＤ１４と、
各工事部位に対する作業内容１３と、各工事部位に対する作業を行う作業者を特定する作
業者ＩＤ１２とが互いに関連付けられて書き込まれている。
【００２２】
　次に図７を用いて本実施形態の画像記録システム１における処理の流れを説明する。
【００２３】
　作業者は、工事現場に到着すると、図４に示すように携帯型リーダ機器７を携帯型情報
記録媒体４に近づけた状態で携帯型リーダ機器７のタッチパネルの入力操作を行う。この
入力操作により、携帯型リーダ機器７は、携帯型情報記録媒体４に記憶された作業者ＩＤ
１２を読み込む（Ｓ１０１）。
【００２４】
　次に、作業者は、工事作業に着手すると、図５に示すように携帯型リーダ機器７を設置
型情報記録媒体５に近づけた状態でタッチパネルの入力操作を行う。この入力操作により
、携帯型リーダ機器７は、設置型情報記録媒体５に記憶された工事部位ＩＤ１４を読み込
む（Ｓ１０２）。
【００２５】
　次に、作業者は、工事作業を終了したときに、図３に示すように携帯型撮影機器６のレ
ンズを工事部位に向けた状態で操作部１０の入力操作を行う。この入力操作により、携帯
型撮影機器６は、工事部位の画像を撮影し（Ｓ１０３）、さらに撮影した画像を携帯型リ
ーダ機器７に送信する（Ｓ１０４）。
【００２６】
　次に、携帯型リーダ機器７は、Ｓ１０２で工事部位ＩＤ１４を読み込んだ時刻Ｔ１から
Ｓ１０３で携帯型撮影機器６が画像を撮影した時刻Ｔ２までの経過時間が、基準時間以内
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であるか否かを判定する（Ｓ１０５）。ここで基準時間は、携帯型リーダ機器７による工
事部位ＩＤ１４の読み込み後に、作業者が別の場所に移動して、読み込んだ工事部位ＩＤ
１４が特定する工事部位とは異なる工事部位の撮影を行うことが不可能な時間に設定され
ている。よって前記経過時間が基準時間以内である場合には、作業者は、工事部位ＩＤ１
４の読み込みを行ってから別の場所に移動せずに撮影を行っているため、ステップＳ１０
３で撮影された画像は、ステップＳ１０２で読み取られた工事部位ＩＤ１４が特定する工
事部位を撮影したものであることが保証される。このことから、ステップＳ１０５で前記
経過時間が基準時間以内であるか否かを判定することは、ステップＳ１０３で撮影された
画像が、ステップＳ１０２で読み取られた工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影し
たものであるか否かを判定していることになる。
【００２７】
　そして前記経過時間が基準時間以内ではないと判定した場合（Ｓ１０５でＮＯ）、すな
わちステップＳ１０３で撮影された画像がステップＳ１０２で読み取られた工事部位ＩＤ
１４が特定する工事部位を撮影したものでない場合、携帯型リーダ機器７は、表示面１１
（図４、５参照）にサーバ３に画像を送信することが出来ない旨のエラーメッセージを表
示する（Ｓ１０６）。この後、携帯型リーダ機器７は、作業者によって工事部位ＩＤ１４
の読み込み操作が行われるまで待機し、読み込み操作が行われた際にはＳ１０２に復帰し
て、工事部位ＩＤ１４を読み込む。
【００２８】
　一方、Ｓ１０５で前記経過時間が基準時間以内であると判定した場合（Ｓ１０５でＹＥ
Ｓ）、すなわちＳ１０３で撮影された画像が、Ｓ１０２で読み取られた工事部位ＩＤ１４
が特定する工事部位を撮影したものである場合、携帯型リーダ機器７は、Ｓ１０１で読み
取った作業者ＩＤ１２と、Ｓ１０２で読み取った工事部位ＩＤ１４と、Ｓ１０４で携帯型
撮影機器６から受信した画像とを、無線通信を介してサーバ３に送信する（Ｓ１０７）。
【００２９】
　次に、サーバ３は、テーブル９（図６参照）に書き込まれた作業者ＩＤ１２と工事部位
ＩＤ１４のうち、Ｓ１０７で携帯型リーダ機器７から受信した作業者ＩＤ１２及び工事部
位ＩＤ１４に一致するＩＤを検索する（Ｓ１０８）。
【００３０】
　次に、サーバ３は、Ｓ１０８で検索した作業者ＩＤ１２及び工事部位ＩＤ１４にテーブ
ル９で関連付けられている作業内容１３を、携帯型リーダ機器７から受信した画像に刻印
する（Ｓ１０９）。
【００３１】
　図８は、作業内容１３が刻印された画像１８を示している。画像１８には、テーブル９
で作業者「ＤＤ職長」を特定する作業者ＩＤ１２「Ａ０００２６」と工事部位１を特定す
る工事部位ＩＤ１４「ＫＳ－００３２１」とに関連付けられた「鉄骨柱建て方」が、作業
内容として刻印されている。この「鉄骨柱建て方」は、工事現場で「ＤＤ職長」が工事部
位１に対して撮影作業を行なうことで、Ｓ１０１で「ＤＤ職長」が所持する携帯型情報記
録媒体４の作業者ＩＤ１２「Ａ０００２６」が読み取られ、さらにＳ１０２で工事部位１
に固定された設置型情報記録媒体５の工事部位ＩＤ１４「ＫＳ－００３２１」が読み取ら
れた結果、画像１８に刻印されたものである。
【００３２】
　また図８に示す画像１８には、作業者名「ＤＤ職長」と、画像撮影日「２００８／２／
２５」とが刻印されている。図７では、これらの情報を画像に刻印するための処理につい
ては図示を省略したが、作業者名「ＤＤ職長」は、Ｓ１０１で読み取られた作業者ＩＤ「
Ａ０００２６」に対応する作業者名がテーブル９で検索されて刻印されたものであり、画
像撮影日は、Ｓ１０３が実行された時刻Ｔ２（携帯型撮影機器６が画像を撮影した時刻）
が刻印されたものである。なお画像には作業者名の代わりに作業者が属する組織が刻印さ
れてもよい。この場合、サーバ３の記憶部には、作業者ＩＤ１２と作業者の属する組織の
名称とが関連付けられたテーブルが記憶される。そして画像記録システム１の処理には、
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前記テーブルに書き込まれた作業者ＩＤ１２のうち、Ｓ１０１で読み取られた作業者ＩＤ
１２と一致するＩＤを検索する処理と、検索した作業者ＩＤと前記テーブルで関連付けら
れた組織の名称を画像に刻印する処理とが追加される。
【００３３】
　図７に戻り、Ｓ１０９が実行されると、サーバ３は、Ｓ１０９で作業内容１３が刻印さ
れた画像を記憶部における所定の領域に記憶する（Ｓ１１０）。これにより図７に示す処
理は終了する。
【００３４】
　本実施形態によれば、携帯型リーダ機器７による工事部位ＩＤ１４の読み込み後から携
帯型撮影機器６による画像の撮影までの経過時間が基準時間を超えているか否かを判定す
ることで、撮影画像が、工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものであるか否
かを判定し、撮影画像が、工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものでない場
合には、撮影画像と工事部位ＩＤ１４とは、サーバ３に送信されない。このため、作業者
が工事部位の撮影と工事部位ＩＤ１４の読み込みとを別の場所で行うことにより、撮影画
像が工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものでない場合には、撮影画像は、
サーバ３に保管されず、工事部位ＩＤ１４はサーバ３に送信されない。この結果、サーバ
３に保管される画像は、これと共にサーバ３が受信した工事部位ＩＤ１４が特定する工事
部位が撮影されたものとなる。そして、サーバ３に保管される画像には、サーバ３が受信
した工事部位ＩＤ１４とテーブル９において関連付けられた作業内容が刻印されることか
ら、テーブル９における情報の関連付けが正確に行われることで、刻印情報に誤りがある
画像がサーバ３に保管されることが防止される。具体的には、サーバ３に保管された画像
に刻印された作業内容１３は、その画像に映し出された工事部位に対して確実に実施され
たものとなる。
【００３５】
　また、作業員は、携帯型撮影機器６の撮影に要する作業と携帯型リーダ機器７のＩＤ読
み込みに要する作業とを行うことで、作業内容１３などの工事部位に関する情報が刻印さ
れた画像を得ることができるため、該画像を得るために黒板を使用する必要がない。この
ため、一人の作業者による作業で、工事部位に関する情報が刻印された画像を得ることが
できる。
【００３６】
　また、作業内容１３や撮影日時が画像に刻印されるために、工事写真の整理に要する手
間が低減される。
【００３７】
　また、情報記録媒体として情報の改ざんが困難であるＲＦＩＤタグが用いられているこ
とから、画像に刻印される情報の改ざんを防止出来る。
【００３８】
　また、サーバ３において、画像が記憶される記憶部の領域が複数の者によってアクセス
可能に設定されることで、前記記憶部の領域に記憶された画像を前記複数の者によって監
視することが出来るため、サーバ３に保管された画像の改ざんを防止できる。
【００３９】
　また、工事監理者や設計者や工事発注者など工事に関する業務を行うあらゆる立場の者
が前記記憶部の領域にアクセス可能な者に設定されることで、工事品質確認の高度化や、
工程管理の合理化が図られる。
【００４０】
　なお図７に示す処理では、Ｓ１０７で画像と作業者ＩＤ１２と工事部位ＩＤ１４とがま
とめてサーバ３に送信されるが、作業者ＩＤ１２と工事部位ＩＤ１４とは、それらの読み
込み処理が実行された直後（Ｓ１０１の直後、Ｓ１０２の直後）にサーバ３に送信される
ようにしてもよい。この場合、サーバ３は、作業者ＩＤ１２や工事部位ＩＤ１４を携帯型
リーダ機器７から受信するたびに、これらのＩＤと一致する作業者ＩＤ１２と工事部位Ｉ
Ｄ１４とをテーブル９において検索する。そして、サーバ３は、携帯型リーダ機器７から
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画像を受信した後に、検索した作業者ＩＤ１２と工事部位ＩＤ１４とに関連付けられた作
業内容１３を画像に刻印する。
【００４１】
　また本実施形態では、設置型情報記録媒体５は、工事部位に固定されることとしたが、
工事部位に近接して配置されてもよい。この場合においても、図７のＳ１０５に示す基準
時間が調整されることで、工事部位ＩＤ１４の読み込み後に、作業者が別の場所に移動し
て異なる工事部位の撮影を行うことで得られた画像が、サーバ３に保管されることを防止
することが出来る。
【００４２】
　また、携帯型撮影機器６は、携帯型リーダ機器７及び携帯型情報記録媒体４の所持者に
同行する同行者によって所持されてもよい。この場合においても、工事部位ＩＤ１４の読
み込みから携帯型撮影機器６が画像を撮影するまでの時間が制限されていることで、同行
者が、工事部位ＩＤ１４の読み取り後に別の場所に移動して異なる工事部位を撮影した画
像がサーバ３に保管されることを防止することが出来る。
【００４３】
　また本実施形態では、図７に示す処理の代わりに図９に示す処理が実行されてもよい。
【００４４】
　図９に示す処理では、図７のステップＳ１０１～Ｓ１０４に対応するステップＳ２０１
～Ｓ２０４の処理が行われた後、Ｓ２０２の実行時と同様、作業者が携帯型リーダ機器７
への入力作業を行うことで、携帯型リーダ機器７は、設置型情報記録媒体５に記憶された
工事部位ＩＤ１４を読み込む（Ｓ２０５）。
【００４５】
　そして携帯型リーダ機器７は、ステップＳ２０２で読み込まれた工事部位ＩＤ１４と、
ステップＳ２０５で読み込まれた工事部位ＩＤ１４とが一致するか否かを判定する（Ｓ２
０６）。
【００４６】
　ここでＳ２０６において、Ｓ２０２，Ｓ２０５で読み込まれた工事部位ＩＤ１４が一致
する場合には、Ｓ２０２，Ｓ２０５のＩＤ読み込み処理が、Ｓ２０３の撮影処理の前後で
行われていることから、作業者は、工事部位ＩＤ１４の読み込みと、工事部位の撮影とを
同じ場所で行ったものと認められる。このため、Ｓ２０６で工事部位ＩＤ１４が一致する
場合には、携帯型撮影機器６によって撮影された画像は、携帯型リーダ機器７によって読
み取られた工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものであることが保証される
。このことから、ステップＳ２０６で工事部位ＩＤ１４が一致するか否かを判定すること
は、携帯型撮影機器６によって撮影された画像が、携帯型リーダ機器７によって読み取ら
れた工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものであるか否かを判定しているこ
とになる。
【００４７】
　そしてＳ２０６で工事部位ＩＤ１４が一致しないと判定した場合（Ｓ２０６でＮＯ）、
すなわち携帯型撮影機器６によって撮影された画像は、携帯型リーダ機器７によって読み
取られた工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものでない場合、携帯型リーダ
機器７は、表示面１１（図４、５参照）にサーバ３に画像を送信することが出来ない旨の
エラーメッセージを表示する（Ｓ２０７）。
【００４８】
　一方、Ｓ２０６で工事部位ＩＤが一致すると判定した場合（Ｓ２０６でＹＥＳ）、すな
わち携帯型撮影機器６によって撮影された画像は、携帯型リーダ機器７によって読み取ら
れた工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものである場合、携帯型リーダ機器
７は、作業者ＩＤ１２と、Ｓ２０２，Ｓ２０５で読み込まれた工事部位ＩＤ１４と、携帯
型撮影機器６から受信した画像とを、無線通信を介してサーバ３に送信する（Ｓ２０８）
。そして、この後、図７のＳ１０８～Ｓ１１０に対応するＳ２０９～Ｓ２１１までの処理
が実行される。
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【００４９】
　この処理によれば、Ｓ２０２，Ｓ２０５で読み込まれた工事部位ＩＤ１４が一致するか
判定することで、撮影画像が、工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものであ
るか否かを判定し、作業者が工事部位の撮影と工事部位ＩＤ１４の読み込みとを別の場所
で行うことで、撮影画像が、工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものでない
場合には、撮影画像と工事部位ＩＤ１４とは、サーバ３に送信されない。このため、サー
バ３に保管される画像は、サーバ３が受信した工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位が撮
影されたものとなる。これにより、刻印情報に誤りがある画像がサーバ３に保管されるこ
とが防止される。
【００５０】
　また、携帯型撮影機器６と携帯型リーダ機器７との代わりに、携帯型撮影機器６と携帯
型リーダ機器７とを一体化した携帯機器（携帯型撮影機器６及び携帯型リーダ機器７の機
能を有する携帯機器）が用いられてもよい。このようにすることで、作業者が所持する機
器の数を少なくすることが出来る。前記一体化された携帯機器としては、ＩＣタグリーダ
/ライタおよびカメラ付き携帯電話、ＩＣタグリーダ/ライタおよびカメラ付きＰＤＡ、Ｉ
Ｃタグリーダ/ライタおよびカメラ付きＰＣ、ＩＣタグリーダ/ライタ付きカメラが使用さ
れ得て、作業者は、携帯機器への入力操作を行うことで、携帯機器に、工事部位の撮影や
、作業者ＩＤ１２・工事部位ＩＤ１４の読み込みを行わせることが出来る。
【００５１】
　図１０は、携帯型撮影機器６と携帯型リーダ機器７とが一体化された携帯機器を用いる
場合における画像記録システムの処理を示している。
【００５２】
　図１０に示す処理は、図７に示す処理に対応するものであって、前記一体化された携帯
機器は、作業者の入力操作により、作業者ＩＤ１２の読み込み（Ｓ３０１）、工事部位Ｉ
Ｄ１４の読み込み（Ｓ３０２）、工事部位の撮影（Ｓ３０３）を行った後、工事部位ＩＤ
１４を読み込んだ時刻Ｔ１（Ｓ３０２の実行時刻）から画像を撮影した時刻Ｔ２（Ｓ３０
３の実行時刻）までの経過時間が基準時間以内であるか否かを判定する（Ｓ３０４）。
【００５３】
　そしてＳ３０４で前記経過時間が基準時間以内ではないと判定した場合には（Ｓ３０４
でＮＯ）、携帯機器は、該携帯機器の表示面にサーバに画像を送信することが出来ない旨
のエラーメッセージを表示する（Ｓ３０５）。
【００５４】
　一方、Ｓ３０４で前記経過時間が基準時間以内であると判定した場合には（Ｓ３０４で
ＹＥＳ）、携帯機器は、Ｓ３０１で読み取った作業者ＩＤ１２と、Ｓ３０２で読み取った
工事部位ＩＤ１４と、Ｓ３０３で撮影した画像とを、無線通信を介してサーバ３に送信す
る（Ｓ３０６）。そして、この後、図７に示すステップＳ１０８～Ｓ１１０に対応するス
テップＳ３０７～Ｓ３０９までの処理がサーバにおいて実行される。
【００５５】
　なお上述のように携帯型撮影機器６と携帯型リーダ機器７とが一体化された携帯機器を
用いる場合には、図１０に示す処理の代わりに図１１に示す処理が実行されてもよい。
　図１１に示す処理は、図９に示す処理に対応するものであって、携帯機器は、作業者Ｉ
Ｄ１２の読み込み（Ｓ４０１）、工事部位ＩＤ１４の読み込み（Ｓ４０２）、工事部位の
撮影（Ｓ４０３）を行った後、Ｓ４０２の実行時と同様、作業者が携帯機器への入力操作
を行うことによって、設置型情報記録媒体５に記憶された工事部位ＩＤ１４を読み込む（
Ｓ４０４）。
【００５６】
　そして、携帯機器は、Ｓ４０２で読み込まれた工事部位ＩＤ１４と、ステップＳ４０４
で読み込んだ工事部位ＩＤ１４とが一致するか否かを判定する（Ｓ４０５）。
【００５７】
　工事部位ＩＤ１４が一致しないと判定した場合（Ｓ４０５でＮＯ）、携帯機器は、該携



(11) JP 5467308 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

帯機器の表示面にサーバ３に画像を送信することが出来ない旨のエラーメッセージを表示
する（Ｓ４０６）。
【００５８】
　一方、Ｓ４０５で工事部位ＩＤ１４が一致すると判定した場合には（Ｓ４０５でＹＥＳ
）、携帯機器は、Ｓ４０１で読み取った作業者ＩＤ１２と、Ｓ４０２，Ｓ４０４で読み取
った工事部位ＩＤ１４と、Ｓ４０３で撮影した画像とを、無線通信を介してサーバ３に送
信する（Ｓ４０７）。そして、この後、図９に示すステップＳ２０９～Ｓ２１１に対応す
るステップＳ４０８～Ｓ４１０までの処理がサーバにおいて実行される。
【００５９】
＜実施の形態２＞
　次に実施の形態２について説明する。なお、以下では、実施の形態１との相違点を中心
に説明を行う。図１２は、実施の形態２における画像記録システム２０の全体構成を示す
図である。
【００６０】
　画像記録システム２０は、携帯機器２１と、携帯型情報記録媒体２２と、設置型情報記
録媒体２３とを含んでいる。携帯機器２１と携帯型情報記録媒体２２とは工事現場で作業
を行う作業者によって所持され、設置型情報記録媒体２３は工事現場における工事部位毎
に設けられて、それぞれ対応する工事部位に固定されている。携帯機器２１は、別体であ
る携帯型撮影機器２４と携帯型リーダ機器２５とから構成されている。
【００６１】
　携帯型リーダ機器２５には、各種情報を記憶可能な記憶部が設けられており、記憶部に
は、図６に示すテーブル９が予め記憶されている。
【００６２】
　携帯型情報記録媒体２２及び携帯型撮影機器２４は、実施の形態１と同様の構成を有し
ている。このため、説明を省略する。
【００６３】
　次に、本実施形態の画像記録システム２０における処理の流れを図１３を用いて説明す
る。なおＳ５０１～Ｓ５０５に至る処理は、図７に示すＳ１０１～Ｓ１０５に至る処理と
同様である。このため、Ｓ５０１～Ｓ５０５に至る処理については説明を省略し、以下で
は、Ｓ５０５以降の処理について説明する。
【００６４】
　Ｓ５０５で工事部位ＩＤ１４の読み込みから画像撮影までの経過時間が基準時間以内で
はないと判定した場合には（Ｓ５０５でＮＯ）、携帯型リーダ機器２５は、該携帯型リー
ダ機器２５の記憶部に画像を記憶することが出来ない旨のエラーメッセージを表示する（
Ｓ５０６）。
【００６５】
　一方、携帯型リーダ機器２５は、前記経過時間が基準時間以内であると判定した場合（
Ｓ５０５でＹＥＳ）、記憶部のテーブル９に書き込まれている作業者ＩＤ１２と工事部位
ＩＤ１４のうち、Ｓ５０１で読み取った作業者ＩＤ１２、Ｓ５０２で読み取った工事部位
ＩＤ１４に一致するＩＤを検索する（Ｓ５０７）。
【００６６】
　次に、携帯型リーダ機器２５は、Ｓ５０７で検索した作業者ＩＤ１２と工事部位ＩＤ１
４とにテーブル９で関連付けられた作業内容１３を、Ｓ５０４で携帯型撮影機器２４から
受信した画像に刻印する（Ｓ５０８）。この結果、図８に示した画像と同様、作業内容１
３が刻印された画像が携帯型リーダ機器２５で得られる。
【００６７】
　次に、携帯型リーダ機器２５は、作業内容１３が刻印された画像を記憶部における所定
の領域に記憶する（Ｓ５０９）。これにより図１３に示す処理は終了する。
【００６８】
　図１３に示す処理は、図７に示す処理と同様、携帯型リーダ機器２５による工事部位Ｉ
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Ｄ１４の読み込み後から携帯型撮影機器２４による画像の撮影までの経過時間が基準時間
を超えているか否かを判定することで、撮影画像が、工事部位ＩＤ１４が特定する工事部
位を撮影したものであるか否かを判定するものであり、前記経過時間が基準時間を超えて
いることから、撮影画像が、工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものでない
場合には、携帯型撮影機器２４の撮影画像は携帯型リーダ機器２５に保管されない。この
結果、携帯型リーダ機器２５に保管される画像は、携帯型リーダ機器２５によって読み込
まれた工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位が撮影されたものとなる。そして、携帯型リ
ーダ機器２５に保管される画像には、携帯型リーダ機器２５が読み取った工事部位ＩＤ１
４とテーブル９において関連付けられた作業内容が刻印されることから、刻印情報に誤り
がある画像が携帯型リーダ機器２５に保管されることが防止される。
【００６９】
　また、携帯型撮影機器２４の撮影画像を保管する装置として携帯型リーダ機器２５を使
用していることから、画像保管用の装置として、図１のサーバ３のように事務所等に配置
されて工事現場における機器と通信を行う装置を必要としない。このため本実施形態の画
像記録システム２０は、事務所との通信が困難な工事現場で撮影した写真を管理する場合
に適用出来る。
【００７０】
　また本実施形態では、図１３に示す処理に代えて図１４に示す処理が実行されてもよい
。
　図１４に示す処理では、図１３のステップＳ５０１～Ｓ５０４に対応するステップＳ６
０１～Ｓ６０４の処理が行われた後、作業者が携帯型リーダ機器２５への入力作業を行う
ことで、携帯型リーダ機器２５は、設置型情報記録媒体５に記憶された工事部位ＩＤ１４
を読み込む（Ｓ６０５）。
【００７１】
　そして、携帯型リーダ機器２５は、Ｓ６０２で読み込まれた工事部位ＩＤ１４と、ステ
ップＳ６０５で読み込まれた工事部位ＩＤ１４とが一致するか否かを判定する（Ｓ６０６
）。
【００７２】
　これらの工事部位ＩＤ１４が一致しないと判定した場合（Ｓ６０６でＮＯ）、携帯型リ
ーダ機器２５は、該携帯型リーダ機器２５の記憶部に画像を記憶することが出来ない旨の
エラーメッセージを表示する（Ｓ６０７）。
【００７３】
　一方、Ｓ６０６で工事部位ＩＤ１４が一致すると判定した場合には（Ｓ６０６でＹＥＳ
）、携帯型リーダ機器２５は、記憶部のテーブル９に書き込まれている作業者ＩＤ１２と
工事部位ＩＤ１４のうち、Ｓ６０１で読み取った作業者ＩＤ１２、Ｓ６０２，Ｓ６０５で
読み取った工事部位ＩＤ１４に一致するＩＤを検索する（Ｓ６０８）。そして、この後、
図１３のステップＳ５０８～Ｓ５０９に対応するステップＳ６０９～Ｓ６１０の処理が実
行される。
【００７４】
　図１３に示す処理は、図９に示す処理と同様、携帯型撮影機器２４による撮影の前後で
、携帯型リーダ機器２５によって読み込まれた工事部位ＩＤ１４が一致するか否か判定す
ることで、撮影画像が、工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものであるか否
かを判定するものであり、作業者が撮影と工事部位ＩＤ１４の読み込みとを別の場所で行
うことで、撮影画像が、工事部位ＩＤ１４が特定する工事部位を撮影したものでない場合
には、撮影画像は、携帯型リーダ機器２５に保管されない。この結果、携帯型リーダ機器
２５に保管される画像は、携帯型リーダ機器２５によって読み込まれた工事部位ＩＤ１４
が特定する工事部位が撮影されたものとなる。これにより、刻印情報に誤りがある画像が
携帯型リーダ機器２５に保管されることが防止される。
【００７５】
　なお本実施形態では、携帯型撮影機器２４と携帯型リーダ機器２５との代わりに、携帯
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型撮影機器２４と携帯型リーダ機器２５とを一体化した携帯機器が用いられてもよい。こ
の一体化された携帯機器としては、ＩＣタグリーダ/ライタおよびカメラ付き携帯電話、 
ＩＣタグリーダ/ライタおよびカメラ付きＰＤＡ、ＩＣタグリーダ/ライタおよびカメラ付
きＰＣ、ＩＣタグリーダ/ライタ付きカメラが使用される。
【００７６】
　図１５は、携帯型撮影機器２４と携帯型リーダ機器２５とが一体化された携帯機器を用
いる場合における画像記録システムの処理を示している。以下、図１５に示す処理を説明
する。なお前記一体化された携帯機器には、上述の携帯型リーダ機器２５と同様、各種情
報を記憶可能な記憶部が設けられており、記憶部には、図６に示すテーブル９が予め記憶
されている。
【００７７】
　図１５に示す処理は、図１３に示す処理に対応するものであって、前記一体化された携
帯機器は、作業者の入力操作により、作業者ＩＤ１２の読み込み（Ｓ７０１）、工事部位
ＩＤ１４の読み込み（Ｓ７０２）、工事部位の画像の撮影（Ｓ７０３）を行った後、工事
部位ＩＤ１４を読み込んだ時刻Ｔ１（Ｓ７０２の実行時刻）から工事部位の画像を撮影し
た時刻Ｔ２（Ｓ７０３の実行時刻）までの経過時間が基準時間以内であるか否かを判定す
る（Ｓ７０４）。
【００７８】
　そしてＳ７０４で前記経過時間が基準時間以内ではないと判定した場合には（Ｓ７０４
でＮＯ）、携帯機器は、該携帯機器の記憶部に画像を記憶することが出来ない旨のエラー
メッセージを表示する（Ｓ７０５）。
【００７９】
　一方、Ｓ７０４で前記経過時間が基準時間以内であると判定した場合には（Ｓ７０４で
ＹＥＳ）、携帯機器は、記憶部のテーブル９に書き込まれている作業者ＩＤ１２と工事部
位ＩＤ１４のうち、Ｓ７０１で読み取った作業者ＩＤ１２、及びＳ７０２で読み取った工
事部位ＩＤ１４に一致するＩＤを検索する（Ｓ７０６）。
【００８０】
　次に、携帯機器は、Ｓ７０６で検索した作業者ＩＤ１２と工事部位ＩＤ１４とにテーブ
ル９で関連付けられた作業内容１３を、Ｓ７０３で撮影した画像に刻印する（Ｓ７０７）
。
【００８１】
　次に、携帯機器は、作業内容１３が刻印された画像を記憶部における所定の領域に記憶
する（Ｓ７０８）。これにより、図１５に示す処理は終了する。
【００８２】
　なお上述のように携帯型撮影機器２４と携帯型リーダ機器２５とを一体化した携帯機器
を用いる場合には、図１５に示す処理の代わりに図１６に示す処理が実行されてもよい。
【００８３】
　図１６に示す処理は、図１４に示す処理に対応するものであって、携帯機器は、作業者
ＩＤ１２の読み込み（Ｓ８０１）、工事部位ＩＤ１４の読み込み（Ｓ８０２）、工事部位
の撮影（Ｓ８０３）を行った後、Ｓ８０２の実行時と同様、作業者が携帯機器への入力操
作を行うことによって、設置型情報記録媒体５に記憶された工事部位ＩＤ１４を読み込む
（Ｓ８０４）。
【００８４】
　そして、携帯機器は、Ｓ８０２で読み込まれた工事部位ＩＤ１４と、ステップＳ８０４
で読み込んだ工事部位ＩＤ１４とが一致するか否かを判定する（Ｓ８０５）。
【００８５】
　工事部位ＩＤ１４が一致しないと判定した場合（Ｓ８０５でＮＯ）、携帯機器は、該携
帯機器の記憶部に画像を記憶することが出来ない旨のエラーメッセージを表示する（Ｓ８
０６）。
【００８６】
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　一方、Ｓ８０５で工事部位ＩＤ１４が一致すると判定した場合には（Ｓ８０５でＹＥＳ
）、
携帯機器は、記憶部のテーブル９に書き込まれている作業者ＩＤ１２と工事部位ＩＤ１４
のうち、Ｓ８０１で読み取った作業者ＩＤ１２、及びＳ４０２で読み取った工事部位ＩＤ
１４に一致するＩＤを検索する（Ｓ８０６）。そして、この後、図１５のステップＳ７０
７～７０８に対応するステップＳ８０８～８０９の処理が携帯機器において実行される。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】実施の形態１における画像記録システムの全体構成を示す図である。
【図２】建造物の基礎部分に固定された設置型情報記録媒体を示す写真である。
【図３】携帯型撮影機器が建設物の基礎部分を撮影している状態を示す写真である。
【図４】携帯型リーダ機器が携帯型情報記録媒体からデータを読み込んでいる状態を示す
写真である。
【図５】携帯型リーダ機器が設置型情報記録媒体からデータを読み込んでいる状態を示す
写真である。
【図６】サーバに記憶されたテーブルを示す図である。
【図７】実施の形態１の画像記録システムにおける処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図８】作業内容が刻印された画像を示す図である。
【図９】実施の形態１の画像記録システムにおける他の処理の流れを示すフローチャート
である。
【図１０】実施の形態１において携帯型撮影機器と携帯型リーダ機器とが一体化された携
帯機器を用いる場合における処理の流れを示すフローチャートである。
【図１１】実施の形態１において携帯型撮影機器と携帯型リーダ機器とが一体化された携
帯機器を用いる場合における他の処理の流れを示すフローチャートである。
【図１２】実施の形態２における画像記録システムの全体構成を示す図である。
【図１３】実施の形態２の画像記録システムにおける処理の流れを示すフローチャートで
ある。
【図１４】実施の形態２の画像記録システムにおける他の処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図１５】実施の形態２において携帯型撮影機器と携帯型リーダ機器とが一体化された携
帯機器を用いる場合における処理の流れを示すフローチャートである。
【図１６】実施の形態２において携帯型撮影機器と携帯型リーダ機器とが一体化された携
帯機器を用いる場合における他の処理の流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００８８】
１、２０　　画像記録システム
２、２１　　携帯機器
　　　３　　サーバ
４、２２　　携帯型情報記録媒体
５、２３　　設置型情報記録媒体、
６、２４　　携帯型撮影機器
７、２５　　携帯型リーダ機器
　　　９　　テーブル
　　１２　　作業者ＩＤ（作業者を特定する情報）
　　１３　　作業内容（作業内容を示す情報、撮影対象物に関する情報）
　　１４　　工事部位ＩＤ（工事部位を特定する情報、撮影対象物を特定する情報）
　　１８　　画像
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